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前眼部解析アップデート

序　論
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近年，眼科領域における診断機器の発達は目覚
ましく，前・後眼部ともに非接触かつ非侵襲的に
検査が可能となってきている。また，それぞれの
機器の解析ソフトウェアの改良も急速に進んでい
る。これらの診断機器の特徴やアプリケーション
について熟知すれば，診断精度が向上することは
論をまたないが，機器の進歩に合わせて常に知識
を更新し続けることは容易なことではない。

本特集では，特に前眼部に焦点を絞り，解析機
器についてエキスパートの先生方に解説をいただ
いた。

前眼部光干渉断層計（optical coherence to-
mography：OCT）は近赤外光を用いて非接触
式・短時間で，高解像度の生体組織の断面検査を
行う装置である。前眼部 OCT は後眼部用の
OCT に比べて長波長光源を用いているため，可
視光では透過しない混濁した角膜や結膜，強膜な
どの不透明組織も描出可能であり，前眼部診療に
幅広く使用されている。2018 年から保険収載さ
れ 2023 年には角膜移植術後，急性緑内障発作を
疑う狭隅角眼または外傷後毛様体剥離の患者への
適 応 も 認 め ら れ て い る。Scheimpflug-based 
tomography による前眼部解析は高さ情報を含
めた角膜形状データを正確に評価可能で，角膜形
状解析以外にもコンタクトレンズフィッテイング，
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有水晶体眼内レンズ（pIOL）シミュレーション，
Optical Densitometry など，多彩な解析ソフト
ウェアがある。波面収差解析装置は波面収差を測
定することにより，眼球光学的特性を評価する装
置で，当初は主に角膜疾患や角膜屈折矯正手術の
術前後の評価に用いられていたが，現在は白内障，
ドライアイなども含めて視覚の質の評価には欠か
せない機器となっている。また，角膜生体力学特
性を非侵襲的に検査可能な機器は，いまだ一般的
とはいえないが，角膜疾患の診断や治療効果の判
定などに使用されている。

本特集では，前眼部 OCT について筑波大学の
上野勇太先生，シャインプルーク式前眼部解析に
ついて北里大学の神谷和孝先生，波面収差解析に
ついて大阪大学の高 静花先生，角膜生体力学特
性について名古屋アイクリニックの小島隆司先生
にご担当いただき，基本的事項から最新の情報ま
でわかりやすくご解説いただいている。

本特集により知識がアップデートされ，診療の
一助となれば幸いである。
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